
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送受信方式としてＴＤＤ（ Time Division Duplex) 方式を用いた基地局および移動局を
備え、前記基地局および移動局において、１系列の高速な送信データ系列を複数の低速な
送信データ系列に分配するシリアル／パラレル変換器と、前記複数の低速な送信データ系
列に対して複数の異なる周波数の搬送波を用いて変調を行なう多搬送波変調器と、前記各
搬送波によって変調された受信信号に対して復調を行なう多搬送波復調器と、復調後の複
数の低速な受信データ系列を高速な受信データ系列にまとめるパラレル／シルアル変換器
とを備え

移動通信装置。
【請求項２】
　 基地局において、各アンテナおよび各搬送波毎に、受信電力レベル検出手段によっ
て検出した受信レベル 代わりに、 受信電力レベル検出手段によって検出した

受信レベルの時間的変化に関する情報を用いて、ＴＤＤの
次の送信時間における受信レベルの推定値を求め、前記推定値が最も高いアンテナを送信
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、　前記基地局において、複数のアンテナと、前記各アンテナにおける前記各移
動局それぞれに対する前記各搬送波毎の受信電力レベル検出手段と、ＴＤＤの受信時間に
おいて、前記受信電力レベル検出手段によって検出した受信レベルが最も高いアンテナの
受信信号を前記各移動局それぞれに対して前記各搬送波毎に独立に受信信号として選択す
る受信信号切替器と、ＴＤＤの次の送信時間において、前記受信レベルが最も高いアンテ
ナを送信アンテナとして前記各移動局それぞれに対して各搬送波毎に独立に選択する送信
信号切替器とを備えた

前記
を用いる 前記

前記各移動局それぞれに対する



アンテナとして 各搬送波毎に独立に選択する送信信号切替
器を備えた請求項 記載の移動通信装置。
【請求項３】
　 基地局において、 受信信号切替器の代わりに、 受信電力レベル検出手段に
よって検出した受信レベルを用いて、各アンテナの受信信号の最大比合成を

各搬送波毎に独立に行なう受信信号合成器を備えた請求項 載の移動
通信装置。
【請求項４】
　 移動局および 基地局において、シリアル／パラレル変換前の１系列の高速な送
信データに対して誤り訂正符号化を行なう符号器と、パラレル／シルアル変換後の高速な
受信データに対して誤り訂正符号の復号を行なう復号器と、誤り訂正符号化を行なった後
の送信データ系列に対して時間順序を入れ替えるインタリーブ回路と、誤り訂正符号の復
号を行なう前の受信データ系列に対して前記インタリーブ回路で並び替えた系列の時間順
序を元に戻すデインタリーブ回路とを備えた請求項１から のいずれかに記載の移動通信
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、自動車電話・携帯電話等のディジタル無線通信に用いる移動通信装置に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
ＴＤＤ（ Time Division Duplex) 方式とは送受信同一帯域方式のことで、ピンポン方式と
も呼ばれ、同一の無線周波数を送信／受信に時間分割して通信を行なう方式である。ＴＤ
Ｄに対し、ＦＤＤ (Frequency Division Duplex) 方式は、送信／受信を異なる周波数を用
いて通信を行なう方式である。
【０００３】
図９はＴＤＤ方式の概念を示したものである。図９において、時刻Ｔ１では基地局が周波
数ｆ１の搬送波を用いて送信し、移動局が受信を行ない、次の時刻Ｔ２では移動局が同じ
く周波数ｆ１の搬送波を用いて送信し、基地局が受信を行なう。これを繰り返すことによ
り、単一の周波数帯域を用いた双方向の通信を実現している。ＴＤＤ方式では、送受信で
同一の周波数帯域を用いているため、送受信信号間の伝搬特性の相関が高く、容易に伝送
路推定ができるという特徴をもっている。また、移動通信システムを構成する際、周波数
配置がＦＤＤ方式と比較して容易であるという特徴や、端末において無線部のフィルタ等
が送受信で共用でき、ハードウェア規模を小さくできるという特徴を有する。上記の利点
等により、ＴＤＤ方式は、日本においてはＰＨＳ（パーソナル・ハンディホン・システム
）の復信方式に用いられている。
【０００４】
動画像やデータ等を伝送しようとする場合、所要伝送レートは音声伝送の数～数十ｋｂｐ
ｓに対し、数Ｍ～数百Ｍｂｐｓの高速の伝送レートとなる。また、伝送品質としては、音
声伝送では音声符号化前のビット誤り率が１０ - 2以下まで許容するのに対し、画像伝送等
においては、ビット誤り率が１０ - 6以下という高品質伝送が要求される。上記のような高
速データ伝送を従来の方式で実現しようとした場合、単純に伝送レートを上げることで対
応する方法が考えられるが、この方法であると、移動通信の伝搬環境の特徴であるマルチ
パスフェージング環境においては、伝送レートが高いことから伝送シンボルの時間長が短
くなり、マルチパスの遅延分散が複数のシンボルにわたることによる符号間干渉のため伝
送品質が著しく劣化する。また、周波数軸上で考えた場合、データが高速になることによ
り、信号のスペクトルが広帯域に広がり、マルチパスによる周波数選択性フェージングの
影響を受けて伝送品質が劣化する。
【０００５】
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一般に、フェージングに対しては、複数のアンテナを用いて受信を行ない、それぞれのア
ンテナで受信する信号の伝搬特性の無相関性を利用して、複数のアンテナの受信信号を合
成するか、または受信レベルの大きいアンテナの受信信号を選択する等のダイバーシチ受
信により、受信レベルの落ち込みを回避する方法が有効である。その反面、携帯性・小型
化が要求される移動局においては、アンテナや受信フィルタ等の受信系が複数必要となる
などの課題が存在する。ＴＤＤを復信方式に用いた場合は、送受信の伝搬特性の高相関性
により、受信時において最も受信電力レベルの高いアンテナを次の送信時の送信アンテナ
として用いる送信ダイバーシチが適用できるため、基地局にのみ複数アンテナを設置する
ことで、移動局のハード規模を増大させることなく、上り回線（移動局送信～基地局受信
）と下り回線（基地局送信～移動局受信）双方についてダイバーシチ効果を得ることがで
きる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、符号間干渉に対しては、複数アンテナによるダイバーシチは有効でなく、
等化器による補償が必要となり、やはり移動局において処理が増大することになる。また
、等化器を用いても完全に符号間干渉を除去することは困難である。
【０００７】
本発明は、上記問題を解決するものであり、マルチパスフェージング環境下においても良
好な伝送品質で高速なデータ伝送を行なうことのできる移動通信装置を提供することを目
的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するために、復信方式としてＴＤＤ方式を用いた移動局と基
地局からなる移動通信装置において、高速データを複数の低速データを分割し、各低速デ
ータをそれぞれ異なる周波数の搬送波で変調することとし、基地局において複数のアンテ
ナを用いて 各搬送波毎に独立に受信ダイバーシチを行ない、さ
らに受信信号レベルを用いて 各搬送波毎に独立に送信ダイバー
シチを行なうようにしたものである。
【０００９】
また、高速データを低速データに分割する前に誤り訂正符号化およびデータ列の時間順序
を入れ替えるインタリーブを行なうようにしたものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、送受信方式としてＴＤＤ（ Time Divisio uplex) 
方式を用いた基地局および移動局を備え、この基地局および移動局において、１系列の高
速な送信データ系列を複数の低速な送信データ系列に分配するシリアル／パラレル変換器
と、複数の低速な送信データ系列に対して複数の異なる周波数の搬送波を用いて変調を行
なう多搬送波変調器と、各搬送波によって変調された受信信号に対して復調を行なう多搬
送波復調器と、復調後の複数の低速な受信データ系列を高速な受信データ系列にまとめる
パラレル／シルアル変換器とを備え

たものであり、マルチパスフェージング環境下においても良好な伝送品質で高速なデ
ータ伝送を行なうことができるという効果を有する。
【００１１】
　 高速データを複数の低速データに分割しているため、高速デー
タをそのままの速度で伝送した場合と比較して、マルチパスの遅延分散が複数のシンボル
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各移動局それぞれに対して
各移動局それぞれに対して

n D

、基地局において、複数のアンテナと、各アンテナに
おける各移動局それぞれに対する各搬送波毎の受信電力レベル検出手段と、ＴＤＤの受信
時間において、受信電力レベル検出手段によって検出した受信レベルが最も高いアンテナ
の受信信号を各移動局それぞれに対して各搬送波毎に独立に受信信号として選択する受信
信号切替器と、ＴＤＤの次の送信時間において、受信レベルが最も高いアンテナを送信ア
ンテナとして各移動局それぞれに対して各搬送波毎に独立に選択する送信信号切替器とを
備え

また、上記構成により、



にわたるという現象が起こりにくく、符号間干渉による伝送品質の劣化を避けることがで
きる。また、低速のデータすなわち周波数軸上において狭帯域の信号に対し、複数の異な
る搬送波を用いて伝送を行なっているので、マルチパスによる周波数選択性フェージング
環境下においても、基地局において複数アンテナを用いた送信ダイバーシチおよび受信ダ
イバーシチを 搬送波周波数毎に独立に行なうことで、品質劣化
を避けることができるという効果を有する。
【００１２】
　本発明の請求項 に記載の発明は、請求項 に記載の基地局において、各アンテナおよ
び各搬送波毎に、受信電力レベル検出手段によって検出した受信レベル 代わりに
、受信電力レベル検出手段によって検出した 受信レベルの時間
的変化に関する情報を用いて、ＴＤＤの次の送信時間における受信レベルの推定値を求め
、この推定値が最も高いアンテナを送信アンテナとして 各搬送
波毎に独立に選択する送信信号切替器を備えたものであり、請求項 による効果に加え、
送信ダイバーシチにおいてより精度の高い伝搬特性の推定ができるという効果を有する。
【００１３】
　本発明の請求項 に記載の発明は、請求項 記載の基地局において、受信信号切替器
の代わりに、受信電力レベル検出手段によって検出した受信レベルを用いて、各アンテナ
の受信信号の最大比合成を 各搬送波毎に独立に行なう受信信号
合成器を備えたものであり、請求項 よる効果に加え、受信ダイバーシチの受信品質向
上能力をより高めることができるという効果を有する。
【００１４】
　本発明の請求項 に記載の発明は、請求項１から のいずれかに記載の移動局および基
地局において、シリアル／パラレル変換前の１系列の高速な送信データに対して誤り訂正
符号化を行なう符号器と、パラレル／シルアル変換後の高速な受信データに対して誤り訂
正符号の復号を行なう復号器と、誤り訂正符号化を行なった後の送信データ系列に対して
時間順序を入れ替えるインタリーブ回路と、誤り訂正符号の復号を行なう前の受信データ
系列に対してインタリーブ回路で並び替えた系列の時間順序を元に戻すデインタリーブ回
路とを備えたものであり、請求項１から のいずれかによる効果に加え、高速データに対
して誤り訂正符号化よびインタリーブを行なうことにより、各搬送波毎の信号の品質にば
らつきがあり、特定の搬送波の信号に受信品質の悪いビットが多数あった場合でも、高速
データにおいてこれらビットを他の搬送波の信号の良好な受信品質のビット列の中に時間
的に分散させるべく並べ替えることで、誤り訂正能力を著しく向上させることができると
いう効果を有する。
【００１５】
（実施の形態１）
図１は本発明の請求項１、２および３に対応する第１の実施の形態における移動通信装置
の構成を示したものである。図１において、１は基地局側装置、１５は移動局側装置であ
る。基地局側装置１において、２は送信データ系列、３はシリアル／パラレル変換器、４
は多搬送波変調器、５は送信信号切替器、６は第１の送受信切替器、７は第２の送受信切
替器、８は第１のアンテナ、９は第２のアンテナ、１０は受信レベル検出回路、１１は受
信信号切替器、１２は多搬送波復調器、１３はパラレル／シリアル変換器、１４は受信デ
ータ系列である。移動局側装置２１において、２２はアンテナ、２３は送受信切替器、２
４は多搬送波復調器、２５はパラレル／シリアル変換器、２６は受信データ系列、２７は
送信データ系列、２８はシリアル／パラレル変換器、２９は多搬送波変調器である。
【００１６】
次に、上記のような構成の移動通信装置の全体的な動作について説明する。基地局側装置
１では、ＴＤＤ送信時刻において、画像やデータ等の高速のデータ系列である送信データ
系列２に対して、シリアル／パラレル変換器３において複数の低速のデータ系列に変換し
、多搬送波変調器４に出力する。多搬送波変調器４は、入力された複数の低速のデータ系
列に対しそれぞれ異なる周波数の搬送波を用いて変調を行ない、送信信号切替器５に入力
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する。送信信号切替器５では、多搬送波変調器４から入力された複数の変調波に対して、
受信レベル検出回路１０からの入力情報を用いて、それぞれ独立に第１の送受信切替器６
または第２の送受信切替器７のどちらかを選択して出力する。第１の送受信切替器６は、
ＴＤＤの送信時刻においては、送信信号切替器５の出力を入力して第１のアンテナ８に出
力し、ＴＤＤの受信時刻においては、第１のアンテナ８で受信した受信信号レベル検出回
路１０および受信信号切替器１１に出力する。また、第２の送受信切替器７は、ＴＤＤの
受信時刻においては、送信信号切替器５の出力を入力して第２のアンテナ９に出力し、Ｔ
ＤＤの受信時刻においては、第２のアンテナ９で受信した受信信号を受信レベル検出回路
１０および受信信号切替器１１に出力する。受信レベル検出回路１０は、ＴＤＤの受信時
刻において、第１の送受信切替器６経由での第１のアンテナ８の受信信号と第２の送受信
切替器７経由での第２のアンテナ９の受信信号を入力し、それぞれの異なる周波数の多搬
送波からなる受信信号の受信電力レベルを搬送波毎に検出し、送信信号切替器５および受
信信号切替器１１に出力する。一方、受信信号切替器１１は、ＴＤＤの受信時刻において
、受信レベル検出回路１０からの入力情報を用いて、第１の送受信切替器６経由での第１
のアンテナ８の受信信号と第２の送受信切替器７経由での第２のアンテナ９の受信信号の
どちらかを搬送波毎に独立に選択し、多搬送波復調器１２は、受信信号切替器１１から入
力した異なる複数の搬送波からなる受信信号に対し搬送波毎に復調を行ない、複数の低速
データ系列を得てパラレル／シリアル変換器１３に入力する。パラレル／シリアル変換器
１３は、入力された複数の低速の受信データ系列を高速のデータ系列に変換し、高速の受
信データ系列４を得る。
【００１７】
移動局側装置２１では、ＴＤＤの移動局の受信時刻（基地局の送信時刻）においては、ア
ンテナ２２により基地局からの信号を受信し、送受信切替器２３を経由して多搬送波復調
器２４に入力する。多搬送波復調器２４は、入力された異なる複数の搬送波からなる受信
信号に対し搬送波毎に復調を行ない、複数の低速受信データ系列を得てパラレル／シリア
ル変換器２５に入力する。パラレル／シリアル変換器２５は、入力された複数の低速受信
データ系列を高速のデータ系列に変換し、高速の受信データ系列２６を得る。ＴＤＤの移
動局の送信時刻（基地局の受信時刻）においては、送信データ系列２７に対しシリアル／
パラレル変換器２８において複数の低速送信データ系列に変換し、多搬送波変調器２９に
出力する。多搬送波変調器２９は、入力された複数の低速データ系列に対してそれぞれ異
なる周波数の搬送波を用いて変調を行ない、送受信切替器２３経由でアンテナ２２から送
信する。
【００１８】
次に上記構成において、１系列の高速な送信データ系列を複数の低速なデータ系列に分配
し、それぞれ異なる複数の周波数の搬送波を用いて変調を行なう動作と、その逆を行なっ
て高速な受信データ系列を得る動作について説明する。本実施の形態においては、搬送波
の数すなわち基地局側装置１または移動局側装置２１のシリアル／パラレル変換器３、２
８において変換する低速データ系列の系列数を４とし、それぞれの系列に用いる搬送波の
周波数をｆａ、ｆｂ、ｆｃ、ｆｄとする。
【００１９】
移動局送信時（基地局受信時）において、移動局の送信信号は周波数軸上では図２（ａ）
に示すように、４本の搬送波ｆａ、ｆｂ、ｆｃ、ｆｄによる狭帯域の信号となる。移動局
と基地局間の無線伝送路がマルチパスフェージング環境下であった場合、マルチパスの伝
搬遅延時間（都市部で２～１０μｓ程度）よりもシンボル時間長を長く設定させることに
より、符号間干渉による伝送品質劣化を回避することができる。周波数軸上で見た場合、
基地局側の第１のアンテナ８で受信される受信信号は、マルチパスに起因する周波数選択
性のフェージングを受けて、例えば周波数軸上で図２（ｂ）のように周波数ｆａおよびｆ
ｂの信号の受信レベルが落ち込むような波形となり、ｆａ、ｆｂで伝送しているデータの
受信品質が劣化する。しかし、基地局側の第２のアンテナ９で受信される受信信号は、ア
ンテナの空間的位置の相異により信号が伝搬する経路が異なり、フェージングの変動は独
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立となるため、例えば図２（ｃ）のように周波数ｆｃ、ｆｄの受信レベルが落ち込む波形
となり、第１のアンテナ８における受信波形とは異なるものとなる。
【００２０】
基地局の受信レベル検出回路１０では、第１のアンテナ８および第２のアンテナ９で受信
した周波数ｆａ～ｆｄの各搬送波の信号に対して受信電力レベル検出するが、図２（ｂ）
および図２（ｃ）の受信信号に対して検出を行なった場合、周波数ｆａおよびｆｂの搬送
波の信号は、第２のアンテナ９で受信したものがレベルが大きく、周波数ｆｃおよびｆｄ
の搬送波の信号は、第１のアンテナ８で受信したものがレベルが大きいという結果を得る
。
【００２１】
受信信号切替器１１では、上記受信レベル検出回路１０の結果を用いて、本例の場合、周
波数ｆａおよびｆｂの搬送波の信号は、第２のアンテナ９の受信信号を選択し、周波数ｆ
ｃおよびｆｄの搬送波の信号は、第１のアンテナ８の受信信号を選択して多搬送波復調器
１２に出力する。
【００２２】
このようにして、複数の搬送波毎に独立ダイバーシチを行なうことにより受信品質を向上
することができ、周波数選択性フェージング下における上り回線（移動局送信～基地局受
信）の受信品質の向上を図ることができる。
【００２３】
次に、上記ＴＤＤの移動局送信時（基地局受信時）の次の基地局送信時（移動局受信時）
における基地局の動作を説明する。ＴＤＤ伝送により上り回線と下り回線で同一の周波数
を用いているため、両回線の伝搬特性は高い相関を有している。従って、ＴＤＤの送受信
の周期を小さくすることにより、受信時の伝搬特性により、送信時においても同様の伝搬
特性であることが推定できる。従って、受信レベル検出回路１０の結果を用いて、送信信
号切替器５によって複数の搬送波毎に独立に送信アンテナを選択する送信アンテナダイバ
ーシチを以下のように行なう。
【００２４】
図２（ｂ）および図２（ｃ）の例の場合、周波数ｆａおよびｆｂの搬送波の信号は、第２
のアンテナ９から送信することとし、周波数ｆｃおよびｆｄの搬送波の信号は、第１のア
ンテナ８から送信することとする。この信号を移動局で受信した場合の周波数軸上の受信
波形は、図３（ａ）の基地局の第１のアンテナ８からの受信信号と、図３（ｂ）の基地局
の第２のアンテナ９からの受信信号が、移動局のアンテナ２２において合成された図３（
ｃ）に示すものとなり、周波数ｆａ～ｆｄ毎に独立に最も伝搬特性の良好な伝搬経路を選
択している。
【００２５】
以上のように、本実施の形態によれば、ＴＤＤ方式を用いた移動通信装置において、高速
データ系列を複数の低速データ系列に変換し、複数の搬送波を用いて伝送することにより
、マルチパスの遅延時間よりも伝送シンボル時間が大きくなることで、符号間干渉による
伝送品質の劣化を回避でき、基地局において、複数のアンテナを用いて搬送波毎に独立に
送信ダイバーシチおよび受信ダイバーシチを行なうことにより、移動局におけるハードウ
ェア規模を増大させることなく、上り回線（移動局送信～基地局受信）および下り回線（
基地局送信～移動局受信）の双方の受信品質の向上を図ることができる。
【００２６】
なお、本実施の形態においては、基地局側装置のアンテナ数は２本であるが、基地局側装
置のアンテナ数を増やすことで、さらに受信品質を向上することができる。以下の第２お
よび第３の実施の形態においても同様である。
【００２７】
また、基地局側装置の送信信号切替器５において、受信レベル検出回路１０によって検出
した受信レベルそのものを用いる代わりに、受信レベル検出回路１０によって検出した受
信レベルの時間的変化に関する情報を用いて、ＴＤＤの次の送信時間における受信レベル
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の推定値を求め、この推定値を用いて伝搬特性を推定し、より精度の高いダイバーシチを
行なうことが可能である。
【００２８】
（実施の形態２）
図４は本発明の請求項４に対応する第２の実施の形態における移動通信装置の基地局側装
置の構成を示したものである。移動局側装置の構成は、上記した第１の実施の形態と同じ
である。本実施の形態における基地局側装置３１は、図１に示した基地局側装置１におけ
る受信信号切替器１１が受信信号合成器３２に置き替わっている以外は、第１の実施の形
態の構成と同一であるので、同じ構成要素には同じ符号を付して重複した説明は省力する
。
【００２９】
以上のように構成された移動通信装置における動作は、第１の実施の形態と比較して、基
地局における受信ダイバーシチの方法以外は同様であるので、以下には受信ダイバーシチ
の方法についてのみ説明する。ここでは、第１の実施の形態と同様に搬送波周波数を設定
し、伝搬特性は図５（ａ）および図５（ｂ）で示されるものとする。
【００３０】
ＴＤＤの基地局受信時において、受信レベル検出回路１０では、第１のアンテナ８および
第２のアンテナ９で受信した図５（ａ）および図５（ｂ）の受信信号に対して受信電力レ
ベルの検出を行ない、受信電力Ｐｉ（ｆａ）～Ｐｉ（ｆｄ）を得る。ｉは受信アンテナ番
号、括弧内の文字は搬送波周波数を示す。受信信号合成器３２では、受信信号検出回路１
０の結果を用いて、各搬送波毎に両アンテナの受信信号を合成して多搬送波復調器１２に
出力する。合成後の各搬送波毎の受信信号波Ｒ comb（ｆａ）～Ｒ comb（ｆｄ）は以下のよ
うになる。
Ｒ comb(fa)＝Ｒ１ (fa)×Ｐ１ (fa)＋Ｒ２ (fa)×Ｐ２ (fa)
Ｒ comb(fb)＝Ｒ１ (fb)×Ｐ１ (fb)＋Ｒ２ (fb)×Ｐ２ (fb)
Ｒ comb(fc)＝Ｒ１ (fc)×Ｐ１ (fc)＋Ｒ２ (fc)×Ｐ２ (fc)
Ｒ comb(fd)＝Ｒ１ (fd)×Ｐ１ (fd)＋Ｒ２ (fd)×Ｐ２ (fd)
Ｒｉ（ｆａ）～Ｒｉ（ｆｄ）は各アンテナで受信ちあ受信信号波を表し、ｉは受信アンテ
ナ番号、括弧内の文字は搬送波周波数を示す。
【００３１】
上記各式のように、複数の搬送波毎に独立に最大比合成による受信ダイバーシチを行なう
ことにより、上り回線の受信品質の向上を図ることができる。
【００３２】
以上のように、本実施の形態によれば、ＴＤＤ方式を用いた移動通信装置において、高速
データ系列を複数の低速データ系列に変換し、複数の搬送波を用いて伝送することにより
、マルチパルスの遅延時間よりも伝送シンボル時間が大きくなることで、符号間干渉によ
る伝送品質の劣化を回避でき、基地局において、複数のアンテナを用いて搬送波毎に独立
に送信ダイバーシチおよび最大比合成による受信ダイバーシチを行なうことにより、移動
局におけるハードウェア規模を増大させることなく、上り回線（移動局送信～基地局受信
）および下り回線（基地局送信～移動局受信）の双方の受信品質の向上を図ることができ
る。
【００３３】
（実施の形態３）
図６および図７は本発明の請求項５に対応する第３の実施の形態における移動通信装置の
構成を示したものである。図６は基地局側装置４１の構成を示し、４２は送信データ系列
、４３は符号器、４４はインタリーブ回路、４５はシリアル／パラレル変換器、４６は多
搬送波変調器、４７は送信信号切替器、４８は第１の送受信切替器、４９は第２の送受信
切替器、５０は第１のアンテナ、５１は第２のアンテナ、５２は受信レベル検出回路、５
３は受信信号切替器、５４は多搬送波復調器、５５はパラレル／シリアル変換器、５６は
デインタリーブ回路、５７は復号器、５８は受信データ系列である。図１の第１の実施の
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形態と異なるのは、符号器４３、インタリーブ回路４４、デインタリーブ回路５６および
復号器５７が追加されていることであり、他の構成は第１の実施の形態と同様である。
【００３４】
図７は移動局側装置６１の構成を示し、６２はアンテナ、６３は送受信切替器、６４は多
搬送波復調器、６５はパラレル／シリアル変換器、６６はデインタリーブ回路、６７は復
号器、６８は受信データ系列、６９は送信データ系列、７０は符号器、７１はインタリー
ブ回路、７２はシリアル／パラレル変換器、７３は多搬送波変調器である。図１の第１の
実施の形態と異なるのは、符号器７０、インタリーブ回路７１、デインタリーブ回路６６
および復号器６７が追加されていることであり、他の構成は第１の実施の形態と同様であ
る。
【００３５】
次に、上記のような構成の移動通信装置の全体的な動作について説明する。基地局側装置
４１の送信側では、高速の送信データ系列４２に対し、符号器４３において誤り訂正符号
化を施して冗長度を付加した後、インタリーブ回路４４において、時間的順序を並び替え
てシリアル／パラレル回路４５に入力する。シリアル／パラレル回路４５から第１および
第２のアンテナ５０、５１までの動作は第１の実施の形態と同様である。受信側では、第
１および第２のアンテナ５０、５１からパラレル／シリアル変換器５５までの動作は第１
の実施の形態と同様である。パラレル／シリアル変換器５５の出力は、デインタリーブ回
路５６に入力され、デインタリーブ回路５６では、図７の移動局送信側のインタリーブ回
路７１により入れ替えられた時間的順序の受信信号を元の時間順序に戻し、復号器５７に
出力する。復号器５７では、移動局送信側の符号器７０の誤り訂正符号化によって付加さ
れた冗長度を用いて誤り訂正復号を行ない、受信データ系列５８を得る。
【００３６】
移動局側装置６１の送信側では、送信データ系列６９に対し、符号器７０において誤り訂
正符号化を施して冗長度を付加した後、インタリーブ回路７１において、時間的順序を並
び替えてシリアル／パラレル回路７２に入力する。シリアル／パラレル回路７２からアン
テナ６２までの動作は第１の実施の形態と同様である。受信側では、アンテナ６２からパ
ラレル／シリアル変換器６５までの動作は第１の実施の形態と同様である。パラレル／シ
リアル変換器６５の出力は、デインタリーブ回路６６に入力され、デインタリーブ回路６
６では、基地局送信側のインタリーブ回路４４により入れ替えられた時間的順序の受信信
号を元の時間順序に戻し、復号器６７に出力する。復号器６７では、基地局送信側の符号
器４３の誤り訂正符号化によって付加された冗長度を用いて誤り訂正復号を行ない、受信
データ系列６８を得る。
【００３７】
次に、上記構成における誤り訂正符号・復号化動作およびインタリーブ・デインタリーブ
動作について図８を用いて説明する。図８において、８１は基地局および移動局の符号器
４３、７０を通った誤り符号化後のデータ系列を示し、枠内の０～４７の数字はデータの
序数である。これに対し、８２はインタリーブ回路４４、７１で０～４７の４８ビットに
対して時間的順序を並べ替え、シリアル／パラレル回路４５、７２でシリアル／パラレル
変換を行った後の４系統のデータ系列（系列ａ～系列ｄ）を示す。これらの系列に対し、
多搬送波変調器４６、７３でそれぞれ異なる周波数の搬送波を用いて変調を行なう。
【００３８】
このとき、伝送路上で図８中の時刻ｔにおいて全周波数帯域において伝搬環境が劣悪にな
った場合、受信側において、すべての系列の時刻ｔにおいて集中的に伝送シンボルの受信
品質が劣化する。しかし、この受信信号に対しパラレル／シリアル変換およびデインタリ
ーブを行なうことにより、受信品質が劣化したシンボルの位置を１１、１４、１７、２０
と分散させることができる。また、伝送路上で系列ｂに用いている搬送波周波数帯域のみ
伝送環境が劣化した場合、この受信信号に対しパラレル／シリアル変換およびデインタリ
ーブを行なうことにより、受信品質が劣化したシンボルの位置を１、５、９、１７・・・
とやはり分散させることができる。一般に、誤り訂正符号は符号化後の誤りが分散してい
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るほど復号時の誤り訂正能力が高いので、上記のように誤り訂正符号・復号化およびイン
タリーブ・デインタリーブを行なうことにより、さらに受信品質を向上することができる
。
【００３９】
なお、本実施の形態は、上記した第１の実施の形態のみならず第２の実施の形態とも組み
合わせて実施することができる。
【００４０】
【発明の効果】
　本発明は、上記実施の形態から明らかなように、高速データを複数の低速データに分割
しているため、高速データをそのままの速度で伝送した場合と比較して、マルチパスの遅
延分散が複数のシンボルにわたるという現象が起こりにくく、符号間干渉による伝送品質
の劣化を避けることができる。また、複数の低速データすなわち周波数軸上において狭帯
域の信号に対し、 複数の異なる搬送波を用いて伝送を行なって
いるので、マルチパスによる周波数選択性フェージング環境下においても、基地局におい
て複数アンテナを用いた送信ダイバーシチおよび受信ダイバーシチを

、良好な伝送
品質で高速なデータ伝送を行なうことのできる移動通信装置を提供することができる。
【００４１】
また、高速データに対して誤り訂正符号化およびインタリーブを行なうことにより、各搬
送波毎の信号の品質にばらつきがあり、特定の搬送波の信号に受信品質の悪いビットが多
数あった場合でも、高速データにおいてこれらビットを他の搬送波の信号の良好な受信品
質のビット列の中に時間的に分散させるべく並べ替えることで、誤り訂正能力を著しく向
上させることができ、良好な伝送品質で高速なデータ伝送を行なうことのできる移動通信
装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態における移動通信装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の第１の実施の形態における基地局送信信号および基地局受信信号の周波
数スペクトルを示す特性図
【図３】本発明の第１の実施の形態における移動局受信信号の周波数スペクトルを示す特
性図
【図４】本発明の第２の実施の形態における基地局側装置の構成を示すブロック図
【図５】本発明の第２の実施の形態における基地局受信信号の周波数スペクトルを示す特
性図
【図６】本発明の第３の実施の形態における基地局側装置の構成を示すブロック図
【図７】本発明の第３の実施の形態における移動局側装置の構成を示すブロック図
【図８】本発明の第３の実施の形態におけるインタリーブおよびシリアル／パラレル変換
の概念図
【図９】本発明が利用するＴＤＤ方式の概念図
【符号の説明】
１　基地局側装置
２　送信データ系列
３　シリアル／パラレル変換器
４　多搬送波変調器
５　送信信号切替器
６　第１の送受信切替器
７　第２の送受信切替器
８　第１のアンテナ
９　第２のアンテナ
１０　受信レベル検出回路
１１　受信信号切替器
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各移動局それぞれに対して

各移動局それぞれに
対して送信信号切替器により各搬送波毎に独立に選択して行なうことができ



１２　多搬送波復調器
１３　パラレル／シリアル変換器
１４　受信データ系列
２１　移動局側装置
２２　アンテナ
２３　送受信切替器
２４　多搬送波復調器
２５　パラレル／シリアル変換器
２６　受信データ系列
２７　送信データ系列
２８　シリアル／パラレル変換器
２９　多搬送波変調器
３１　基地局側装置
３２　受信信号合成器
４１　基地局側装置
４２　送信データ系列
４３　符号器
４４　インタリーブ回路
４５　シリアル／パラレル変換器
４６　多搬送波変調器
４７　送信信号切替器
４８　第１の送受信切替器
４９　第２の送受信切替器
５０　第１のアンテナ
５１　第２のアンテナ
５２　受信レベル検出回路
５３　受信信号切替器
５４　多搬送波復調器
５５　パラレル／シリアル変換器
５６　デインタリーブ回路
５７　復号器
５８　受信データ系列
６１　移動局側装置
６２　アンテナ
６３　送受信切替器
６４　多搬送波復調器
６５　パラレル／シリアル変換器
６６　デインタリーブ回路
６７　復号器
６８　受信データ系列
６９　送信データ系列
７０　符号器
７１　インタリーブ回路
７２　シリアル／パラレル変換器
７３　多搬送波変調器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(12) JP 3662321 B2 2005.6.22



【 図 ９ 】
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